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高
校
第
十
一
回
卒
業
生
は
、
四
十
二
歳
の
厄
年
を

機
に
、
節
分
の
頃
の
土
曜
日
の
夜
に
学
年
同
窓
会
を

開
く
こ
と
を
決
め
た
。
学
級
担
任
だ
っ
た
河
合
九
平

先
生
か
ら
「
卒
業
年
次
の
十
一
の
文
字
を
く
っ
つ
け

る
と
『
士
』
に
な
る
。
諸
君
は
浜
西
の
卒
業
生
の
中

で
は
、
サ
ム
ラ
イ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
か

ら
『
士
会
（
さ
む
ら
い
か
い
）』
と
名
付
け
よ
う
」
と

い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
か
ら
二
十
八

年
、
士
会
は
一
回
の
休
み
も
な
く
続
け
て
き
た
。 

 

当
初
、
恩
師
の
先
生
方
は
殆
ど
全
員
が
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
が
、
一
人
減
り
二
人
減
り
し
て
、
最
近

は
三
人
に
な
っ
た
。
同
窓
生
の
参
加
は
、
例
年
八
十

人
前
後
で
あ
る
。 

運
営
の
大
枠
は
、
代
表
幹
事
グ
ル
ー
プ
が
決
め
、

実
務
は
、
担
当
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
取
り
仕
切
る
。
ク

ラ
ス
の
数
は
七
つ
。
だ
か
ら
、
七
年
に
一
度
、
担
当

が
回
っ
て
く
る
。
そ
の
年
に
は
、
普
段
顔
を
出
さ
な

い
メ
ン
バ
ー
に
も
声
を
掛
け
、
役
割
を
振
る
。 

 

今
年
は
、
私
た
ち
Ｇ
組
の
担
当
で
あ
っ
た
。
私
に

も
声
が
掛
か
っ
て
、
幹
事
会
に
出
席
し
た
。
同
窓
会

の
「
次
第
」
を
決
め
、
幹
事
の
「
役
割
」
を
決
め
て

ゆ
く
。
原
則
と
し
て
、
無
役
の
人
は
い
な
い
。 

「
通
知
発
送
」
「
次
第
と
名
簿
の
印
刷
」
「
会
計
」

「
先
生
の
お
土
産
の
準
備
」
と
、
自
分
で
自
分
の
役

割
を
引
き
受
け
る
。「
校
歌
・
応
援
歌
」
は
、
元
音
楽

教
師
が
指
名
さ
れ
た
。私
は
成
り
行
き
を
見
守
っ
た
。 

 

「
今
年
は
物
故
者
の
黙
祷
を
や
め
よ
う
か
」
と
幹

事
長
が
言
っ
た
。
古
稀
を
過
ぎ
た
友
人
た
ち
が
、
最

近
は
、
次
々
と
鬼
籍
に
入
る
。
そ
れ
な
の
に
、
ど
う

し
て
？ 

と
私
は
思
っ
た
。 

「
富
田
君
、
お
祓
い
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

幹
事
長
が
言
っ
た
。
お
う
、
そ
の
手
で
来
た
か
よ
、

と
私
は
思
っ
た
。
神
職
を
し
て
い
る
私
が
、
お
祓
い

を
断
る
理
由
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
発
言
が
本
気

な
の
か
ど
う
か
思
案
し
て
、
へ
ら
へ
ら
笑
っ
て
い
る

う
ち
に
、
前
回
、
私
の
役
割
だ
っ
た
「
司
会
」
が
他

の
人
に
回
っ
て
い
っ
た
。 

大
学
卒
業
以
来
、
私
は
公
立
高
校
に
勤
務
し
て
き

た
。
そ
こ
で
は
、
特
定
の
宗
教
・
宗
派
の
教
育
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
。（
同
窓
会
は
教
室
で
は
な
い
。
だ
か

ら
、
ご
祈
祷
は
法
律
違
反
で
は
な
い
）
と
私
は
頭
の

中
で
反
芻
し
た
。何
度
か
の
幹
事
会
を
経
て
、結
局
、

本
気
ら
し
い
と
分
か
っ
た
時
、
私
は
「
福
寿
祈
願
」

の
祝
詞
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
。
人
は
死
ぬ
。
必
ず

死
ぬ
。
死
を
逃
れ
る
こ
と
は
誰
も
出
来
な
い
。
昔
の

人
は
長
寿
を
願
っ
た
。
し
か
し
、
七
十
歳
を
過
ぎ
た

今
、
思
う
こ
と
は
、
人
生
の
価
値
は
長
い
短
い
で
は

な
い
。
そ
の
人
な
り
に
、
豊
か
に
人
生
を
楽
し
ん
で

き
た
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
思
う
。 

と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
の
中
で
の
儀
式
だ
か
ら
、
所

要
時
間
は
五
、
六
分
。
そ
の
中
で
ビ
シ
ッ
と
決
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
と
し
て
、
皆
様
が
喜
ん
で

く
れ
た
の
だ
か
ら
、
よ
し
と
し
よ
う
。
そ
の
役
割
の

延
長
上
に
、
こ
の
報
告
書
の
仕
事
が
来
た
。 

そ
の
後
、
反
省
会
が
開
か
れ
、
来
年
か
ら
の
幹
事

は
、
従
来
の
よ
う
な
、
ク
ラ
ス
順
で
は
な
く
、
更
に

同
窓
生
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
開
催
時
期
・
場

所
も
変
更
。
春
の
彼
岸
の
頃
（
平
成
二
十
五
年
は
三

月
二
十
三
日
）、
会
場
は
駅
前
付
近
、
案
内
状
の
発
送

は
年
明
け
、
と
決
定
し
た
。 

士
会
に
参
加
し
て
い
る
時
の
私
は
、
活
発
な
仲
間

に
挟
ま
れ
て
圧
倒
さ
れ
、
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
高

校
時
代
の
頃
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
席
に
座
っ
て
、
仲

間
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
る
だ

け
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
必
ず
勇
気
を
も
ら
っ
て
帰

っ
て
く
る
。
そ
れ
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
。 

 

浜
松
西
高
第
十
一
回
卒
業
生
、
士
会
の
皆
様
は
、

来
年
も
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
こ

う
し
て
、
折
角
、
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
一

言
、
お
知
ら
せ
し
、
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く 

 

写
真
は
「
福
寿
祈
願
」
の
お
祓
い
中
の
筆
者
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